
要約
この電子SMART MPPT（最大電力点追従）ソーラー充電コントローラは、バッテリを保護するために充電機能を自動認識機能を備えたスマートソーラーコントローラ、スマート充電および放
電機能、3段階である。これは、従来のPWM制御に比べ、30％〜60％の効率を高めることができる。それはbatteries.It多くの種類もRS232通信機能を持っているサポートされて
います。
備考：DC12V / 24V / 48V電池システム自動認識した。

特長
1 MPPT充電モード、99％までのピーク効率は、従来のPWMコントローラは30％〜60％の太陽電池パネルを節約できます。
2 DC12V / 24V / 48V電池システム自動認識は、ユーザーが便利に別のシステムで使用することができます。
3最大PV DC100Vへの入力電圧まで。
4つのステージを充電：急速充電（MPPT）、定電圧充電、浮遊電荷を、それも、電池を保護することができます。 
放電の5つのオプション：オンモードとモードとPV電圧（ソーラー）制御モードオフ。
6。ユーザーは、一般的に、標準バッテリの4種類を選択することができます（密閉型鉛蓄電池、ベント、ジェル、ニッカド）。電池の他の種類は、ユーザによって定義することができる。
7デジタルチューブは、電池電圧と充電電流を表示することができる。ソフトウェアは、モデル番号、PV入力電圧、電池の種類、電池電圧、充電電流充電電力、作業条件などの各種パラメー
タを表示することができる。 
8 RS232通信は、私たちは、ユーザの統合管理のために便利です、また、通信プロトコルを提供することができる。
9。このコントローラは、無限に並列に接続することができます。
10 CEおよびRoHS指令認定はapproved.Weが他の資格を承認するようにクライアントを助けることができるである。
11 2年間保証; 3〜10年の技術サービスを拡張した。



パラメータ

 
MPPTソーラーコントローラーモード：
I-P-E-SMART-12V / 24V / 48Vシリーズ 15A 20A 25A 30A 40A

充電方式 MPPT（最大電力点追従）
充電方法 三段階：定電流（MPPT）、定数 電圧、浮動充電
システム タイプ DC12V / 24V / 48V 自動 認識

システム 電圧
12V システム DC9V〜DC15V
24V システム DC18V〜DC30V
48V システム DC36V〜DC60V

ソフト 開始時刻 12V / 24V / 48V システ
ム ≤3S

ダイナミック 応答の回復時間 12V / 24V / 48V システ
ム 500US

MPPT 効率 12V / 24V / 48V システ
ム ≥96.5％、≤99％

入力特性

MPPT 動作電圧範囲
12V システム DC14V〜DC100V
24V システム DC30〜DC100V
48V システム DC60〜DC100V

ロー 入力電圧
保護 ポイント

12V システム DC14V
24V システム DC30V
48V システム DC60V

ロー 入力電圧
回復 ポイント

12V システム DC18V
24V システム DC34V
48V システム DC65V

ハイ 入力電圧保護点 12V / 24V / 48V システ
ム DC110

ハイ 入力電圧回復ポイント 12V / 24V / 48V システ
ム DC100V

最大 太陽光発電
12V システム（W） 213 284 355 426 568
24V システム（W） 426 568 710 852 1136
48V システム（W） 852 1136 1420 1704 2272

CHARGE CHRECTRESTICS
選択可能な バッテリー&NBSPは、
タイプ
（デフォルト ゲル
バッテリー）

12V / 24V / 48V システ
ム

密封された 鉛酸、ベント、ジェル、NiCdバッテリ
（その他 バッテリーのタイプも））定義することができる

コンスタント 電圧 12V / 24V / 48V システ
ム どうぞ 電池式の形態に応じて充電電圧をチェックしてください。

フローティング 充電電圧 12V / 24V / 48V システ
ム

定格の 入力電流 12V / 24V / 48V システ
ム 15A 20A 25A 30A 40A

電流制限
保護

12V / 24V / 48V システ
ム 20A 25A 30A 35A 45A

温度 要因 12V / 24V / 48V システ
ム ±0.02％/℃

温度 補償 12V / 24V / 48V システ
ム 14.2V-（ 最高温度25℃）* 0.3

出力 リップル（ピーク） 12V / 24V / 48V システ
ム 200mVの

出力電圧の安定性
精度

12V / 24V / 48V システ
ム ≤±1.5％



出力放電特性
出力電圧 バッテリ電圧に対するベース
低電圧出力
保護ポイント デフォルト10.5V;回復11V;これは、調整可能である。

定格出力電流 30A
出力制御 オンモード、オフモードは、PV電圧制御モード
出力制御設定モード コントローラのボタンまたはPCソフトウェア
ディスプレイ
LEDデジタル管表示 バッテリー電圧、充電電流
LEDライトディスプレイ インジケータランプを充電、LOADインジケータライト
PC（通信ポート） RS232
保護
低入力電圧保護 入力特性を確認してください
高入力電圧保護 入力特性を確認してください
充電過電力保護 はい
低電圧保護ディスチャージ はい
高電流保護を放電 はい
温度保護 はい
その他のパラメータ
ノイズ ≤40dB
熱の放熱 方法  自身が冷却  ファン冷却
コンポーネント EU基準でインポート素材。
認証 FCC RoHS指令 CE
フィジカル
測定奥行き×幅×高さ（mm） 205 * 168 * 60
パッケージサイズ奥行き×幅×高さ（mm） 265 * 196 * 110
N.G（KG） 1.8キロ
G.N（KG） 2キロ
機械的保護 IP25
環境
湿度 0〜90％RH（結露しない凝縮）
標高 0〜3000メートル
作動温度 -20℃〜+ 50℃
保存温度 -40℃〜+ 75℃
大気圧 70〜106kPaで行います

？
備考 

仕様は、参考値です。事前の予告なく変更することが

私たちは、OEMおよびODMサービスを提供しています。 36V / 72V / 96Vモデルは、あなたのためにカスタマイズすることができます。

製品パッケージ

番号 数量 付属アイテム
1 1個 コントローラの色（青または緑さ オプションのOEMのODMの順序）は非常に歓迎されている
2 2 PC ハンガー（コントローラに使用 ）壁に掛かっ
3 4セット  ネジ
4 1個 RS232ケーブルへのRJ45
5 1個 バッテリ温度センサワイヤ



6 2 PC ヒューズ（DC出力）
7 1個 ユーザの指示（手動）
8 1個  CD

1.Controllerパソコン上位のソフトウェアとテスト·ソフトウェアは、情報を表示することができます。ユーザーは、PCの上位のソフトウェアを介してパラメータを設定することができ
ます。 

        
         
     グラフィカル：PC上位のソフトウェア&NBSPは、 &NBSPは、 &NBSPは、 &NBSPは、 &NBSPは、 &NBSPは、 &NBSPは、 &NBSPは、
&NBSPは、 &NBSPは、 &NBSPは、 &NBSPは、グラフィック：ソフトウェアテスト

1.1最初の映像ショーソーラーコントローラ働く状態（充放電）は、PV電圧、充電電圧は、現行などユーザー電池の種類を選択することができます充電し、DC負荷出力制御方法。
1.2私たちは、PC上位のソフトウェアを提供しています。テスト·ソフトウェアは含めていません。 （ユーザのPCがソフトウェア開発プラットフォームを持って、必要であれば、それを申請し
てください）

2情報表示やパラメータ設定。

                                           
  図2.1&NBSPは、 &NBSPは、 &NBSPは、 &NBSPは、 &NBSPは、 &NBSPは、 &NBSPは、 &NBSPは、 &NBSPは、 &NBSPは、
&NBSPは、 &NBSPは、 &NBSPは、 &NBSPは、 &NBSPは、 &NBSPは、 &NBSPは、 &NBSPは、 &NBSPは、 &NBSPは、 &NBSPは、
&NBSPは、 &NBSPは、 &NBSPは、 &NBSPは、図2.2



2.1 ENTER1ボタン：プレスが2デジタルバッテリー電圧を表示（それが充電されている場合は、2つのデジタル充電電圧を示している）ENTER1を残し、例えば、バッテリ電
圧または電荷電圧は13.5Vであり、それは、図2.1を参照してくださいshows13;プレスENTER1&NBSPは、もう少し、ユーザーは電池の種類を設定することができま
す。
2.2 ENTER2ボタン：プレス右ENTER2 2デジタルバッテリ電流を示している（それが充電されていない場合、充電電流が22.5Aである場合、それは、00が表示され、そ
れが22を示し、図2.2を参照してください）。プレスENTER2の少し長いボタン、&NBSPは、 DC負荷制御（モード、PV電圧制御モードオフ、オンモード）に設定するこ
とができる
ユーザーマニュアルで詳細を参照してください。

その他の詳細なパラメータ
デザイン、技術文書、ユーザーマニュアルなどの概要をご覧下さい
研究開発部門では、2014年5月5日に2THバージョンを作りました。


